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大阪歴史博物館　特別展

「難波宮発掘開始 70周年記念　大化改新の地、難波宮
―古代日本のターニングポイント―」

開催のお知らせ

令和6年7月4日
大阪歴史博物館

2024年は難波宮発掘開始から70年
　難波宮跡の発掘調査は、昭和29年（1954）2月20日に山根徳太郎博士の主導によって始まりました。

これを記念して、あらためて難波宮と、そのゆかりの「大化改新」にスポットを当てる特別展を開催します。

日本古代史の大舞台、難波宮
　「大化改新」は誰もが知る古代日本の大きな政治改革です。大阪（難波）の地にあった難波宮はそ

の改革の舞台であり、改革の結晶ともいえるものでした。見事に左右対称に設計された中枢部と正方

位の区画、広 と々した朝堂院といった新機軸のつくりが導入された難波宮を通じて、日本古代の国づく

りの大きな節目を感じとることができるでしょう。本展では、こうした難波宮の画期性と「大化改新」と

のかかわりを、70年にわたる発掘調査成果を中心に、周辺資料や伝承をまじえながら、分かりやすく様々

な角度から描きます。

なにわ

　大阪歴史博物館では、令和6年（2024）7月5日（金）から8月26日（月）まで、6階特別展示室において、

特別展「難波宮発掘開始70周年記念　大化改新の地、難波宮―古代日本のターニングポイント―」を

開催します。なお、展覧会終盤には開館延長も行います。

たいかのかいしん



『日本書紀』皇極3年（644）正月条には、中大兄皇子と

中臣鎌足が「打鞠」の場で出会ったとみえます。打鞠に

ついては、蹴鞠説とポロのような球技を指す説がありま

すが、脱げた中大兄の沓を鎌足が拾っていることから、

蹴鞠説が有力です。本資料は観賞用の飾り鞠で、白鞠

と燻鞠の珍しい取りあわせによります。鞠台には銀細工

を施し、十骨の鞠扇や桐を蒔絵であらわします。鞠台の

中央には「日の丸扇子」の文様も施されることから、佐

竹家伝来の調度品ではないかと考えられます。

白鞠・燻鞠及び扇蒔絵鞠台　
江戸時代　大阪歴史博物館蔵

ふすべ

阿波人形　蘇我入鹿　
明治35年（1902）　大阪歴史博物館蔵

“謀反人”を討て

槻の下での邂逅―中大兄と鎌足―

主な展示資料

人形浄瑠璃における王朝物の代表作「妹背山婦女庭訓」は、中臣鎌足

による蘇我入鹿討伐（乙巳の変）をベースに、三輪山の苧環説話、采女

の衣懸柳、春日神鹿殺し、十三鐘など大和の伝説を各所に織りこんで作

られました。このなかで、謀反人たる入鹿は、国崩しの悪役に用いられ

る目と眉のほかに口が開くよう作られた、文楽の「口あき文七」にあたる

角目の首で演じられます。本品は阿波の人形師・人形忠（1840～1912）

の首です。
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難波宮の造営は、645年に始まる大化改新を契機として開始

されます。それ以前の大阪には、難波津という港や四天王寺

があり、大陸文化と接する場所でもありました。本資料は、

のちに前期難波宮朝堂院ができるエリアで見つかりました。

難波宮造営よりも前の7世紀前葉のもので、文様の型には四

天王寺創建期の瓦と同じ笵を用いています。一方、前期難波

宮にあたる時期に大規模な宮殿の規模に見合った量の瓦は出

土していないため、宮殿は板葺であったと推定されています。

はん

いたぶき

難波宮造営以前の素弁八葉蓮華文軒丸瓦　
難波宮跡出土　7世紀前葉　大阪市教育委員会蔵

そ べん はち よう れん げ もん のき まるがわら

難波―大陸文化の中心地―

祭祀に関わる遺物　
難波宮跡出土　7世紀半ば　大阪市教育委員会蔵

前期難波宮の北西部から、鞍を付けた土馬や、木製の人形、

斎串、舟形木製品などが多数出土しました。こうした遺物は

おもに古代宮都の縁辺部や水辺で見つかることから、国家事

業としての祭祀に関わる資料として注目されてきました。本資

料も谷底に設けられた石組の水路の遺構周辺で見つかってお

り、谷底から湧く水を利用した祭祀に関連する資料であると考

えられています。

ど ば ひとがたくら

い ぐし

国の安寧を願って…

本資料は、これまで日本で見つかっている中では最古の絵馬
として注目されるものです。648年と推定される干支が記され
た「戊申年木簡」とともに、前期難波宮北部に存在した谷から
出土しました。スギ材を使用しており、残存部で横11.5㎝、
縦5.7㎝、厚みは0.5㎝で、全体の約4分の1が残る状態です。
右向きに描かれた馬の後脚と尾の先が見えており、身体全体
に彩色が施されていたと考えられます。

【原品特別公開：7月13日（土）～7月22日（月）】
※これ以外の期間は写真パネルで紹介します

絵馬　
大坂城跡出土　7世紀半ば　大阪府教育委員会蔵

描かれた神馬
しん   め



藤原宮の複弁八葉蓮華文軒丸瓦　
藤原宮跡採集　8世紀　大阪歴史博物館蔵

ふくべん はち よう れん げ もん のき まるがわら

日本最古の絵馬とともに出土した、中央に「戊申年」と墨書された木簡です。出土

地点は、少なくとも幅60ｍ、古代時点で深さ8ｍを測る大きな谷で、7世紀半ば頃

の土器・須恵器がともに出土しています。干支「戊申」にあたる年は648年、まさ

に前期難波宮を造営中だった大化4年を指しているとされます。上部に書かれた

「戊」や「稲稲」は、書体や墨の濃淡からみて「戊申年」以下の文字とは別に書かれ、

裏面にも2行以上の墨書がありますが、下部と側面を欠いているため、全容は不

明です。

前期難波宮は、日本の宮殿構造としては中国風の画期的な

ものでしたが、瓦屋根建築ではない点は旧来の日本のスタ

イルを保っていました。一方で、694年に都となった藤原宮

は、宮殿建築では初めて瓦葺を導入しています。その瓦は

近江や淡路、遠くは讃岐など各地の瓦窯で大量に焼かれ、

はるばる大和まで運ばれることになりました。これらは大極

殿や朝堂といった建物の屋根を飾り、壮麗さを演出したこと

でしょう。

かわらぶき

戊申年木簡（複製品）　
大坂城跡出土　7世紀半ば　大阪歴史博物館蔵

（原品は大阪府教育委員会蔵、大阪府指定文化財）

ぼ しん

谷からみつかった「宝物」

大化改新のゆくえ



関連行事

◆講演会・シンポジウム「古代難波のランドマーク―難波宮と四天王寺」

日　　時：令和6年7月13日（土）午後1時～4時45分（受付：12時30分～）

1.テーマ「難波宮跡発掘70年の成果と課題」
講 師：中尾芳治氏（元帝塚山学院大学 教授）

2.テーマ「難波の大寺四天王寺の確立とその背景」
講 師：谷﨑仁美氏（大阪府立近つ飛鳥博物館 学芸員）

3.テーマ「大化改新と難波宮」
講 師：市 大樹氏（大阪大学大学院文学研究科 教授）

4.シンポジウム「ここまでわかった古代難波」
　司 会：李 陽浩（当館学芸員）

会　　場：大阪歴史博物館　4階　講堂

定　　員：250名（要事前申込）

参 加 費：1,500円（特別展への入場には別途観覧券が必要です）

参加方法：事前予約制
参加券はインターネット予約サイト（PassMarket）でお申し込みください。
https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/025zs52ai5q31.html

◆「なにわの日」講演会

日　　時：令和6年7月28日（日）午後2時～4時（受付：1時30分～）

1.テーマ「前期難波宮の源流をさぐる」
講 師：積山 洋（大阪市文化財協会 学芸員）

2.テーマ「大化改新と天皇」
講 師：磐下 徹氏（大阪公立大学大学院文学研究科 准教授）

会　　場：大阪歴史博物館　4階　講堂

定　　員：250名（要事前申込）

参 加 費：1,000円（特別展への入場には別途観覧券が必要です）

参加方法：事前予約制
参加券はインターネット予約サイト（PassMarket）でお申し込みください。
https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/02g48h0hh5q31.html



◆ガイドツアー・スライドトーク「難波宮を巡る＠大阪歴史博物館」

日　　時：令和６年7月20日（土）、8月4日（日）いずれも午前9時45分～12時（受付：9時30分～）

行　　程：午前9時45分～10時15分   「難波宮遺跡の見学」
大阪歴史博物館地下の倉庫群、石組水路の公開

午前10時25分～10時50分 「難波宮の世界」
常設展示10階古代フロアの案内

午前11時30分～12時        スライドトーク「645年：特別展への招待」に参加

集合場所：大阪歴史博物館　1階　受付

定　　員：各回20名（要事前申込）

担　　当：安岡早穂 (当館学芸員 )

参 加 費：3,000円（「特別展・常設展共通券」1枚付き）

参加方法：事前予約制
参加券はインターネット予約サイト（PassMarket）でお申し込みください。
https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/025w67scm5q31.html

◆スライドトーク「645年：特別展への招待」
日　　時：令和6年7月20日（土）、8月4日（日）いずれも午前11時30分～12時（受付：11時～）

※ガイドツアー「難波宮を巡る＠大阪歴史博物館」と合同での開催です

会　　場：大阪歴史博物館　4階　講堂

定　　員：各回200名（要事前申込）

担　　当：安岡早穂 (当館学芸員 )

参 加 費：1,645円（特別展観覧券1枚付き）

参加方法：事前予約制
参加券はインターネット予約サイト（PassMarket）でお申し込みください。
https://passmarket.yahoo.co.jp/event/show/detail/020tcpedn5q31.html



 

これまでの発掘調査により得られた地層データ

による古代古地図に、現在の道路・線路を重

ね合わせ、工業用クレープ紙に印刷したピク

ニックシート。

大阪の博物館ならではの一品です。

～大阪の古代と今にふれる～
難波京ピクニックシート（縦約90㎝×横約60㎝）

グッズ付きチケット
オンライン限定でグッズ付きのチケットを販売中です。
特別展観覧券＋難波京ピクニックシート：2,800（前売り2,600）円

とびこ入り酢飯をベースにその
日の海鮮をトッピング（お味噌
汁付き）

1,400円

難波宮ちらし寿司
天ぷら、魚の南蛮漬け、野菜
煮物、卵焼き（お味噌汁付き）

1,500円

八角殿御膳
抹茶ベースのかき氷

二色の蹴鞠風だんご添え

1,100円

蹴鞠かき氷
け　まり

コラボメニュー
1階レストラン「ランチのジャポニカ」にて、前期難波宮にあった八角殿や
中大兄皇子と中臣鎌足が出会うきっかけとなった蹴鞠に着想を得たコラボメ
ニューをご提供いたします。
特別展観覧券のご提示で10％OFFとなります。



取材をご希望の場合は、事前に下記担当までご連絡ください。

（連絡先）大阪歴史博物館　企画広報課　企画広報係　　　

               電話　06-6946-5728 　ファックス　06-6946-2662

取材について

開催概要

【名　　称】　特別展「難波宮発掘開始70周年記念　大化改新の地、難波宮―古代日本のターニング
ポイント―」

【主　　催】　大阪歴史博物館、一般財団法人大阪市文化財協会

【後　　援】　ＮＨＫ大阪放送局、公益財団法人大阪観光局

【会　　期】　令和6年 (2024)7月5日（金）～8月26日（月）

【休 館 日】　火曜日 ※8月13日 (火)は開館

【開館時間】　午前9時30分～午後5時
　　　　　　（8月21日（水）～26日（月）は午後6時まで開館）
　　　　　　※入館は閉館の30分前まで

【会　　場】　大阪歴史博物館　６階　特別展示室
　　　　   　〒540-0008 大阪市中央区大手前4-1-32
　　　　   　電話　06-6946-5728 　ファックス　06-6946-2662
　　　　   　 https://www.osakamushis.jp/
　　　　  　 (最寄駅)Osaka Metro谷町線・中央線「谷町四丁目」駅②・⑨号出口
　　　　                   大阪シティバス「馬場町」バス停前

【観 覧 料】　●特別展観覧券：大人1,100（990）円、高校生・大学生730（660）円
●特別展・常設展共通券：大人1,590（1,530）円、高校生・大学生1,060（1,020）円
※(　)内は20名以上の団体割引料金
※中学生以下、障がい者手帳等をお持ちの方 (介護者1名を含む )は無料
●前売りチケット（オンライン販売のみ）：大人900円、高校生・大学生530円
●グッズ付きチケット（オンライン販売のみ）：2,800（前売り2,600）円

【展示資料数】　約100件

【展示構成】　序　章　大化改新のイメージ－教科書で習う日本の古代－
第１章　押し照る難波－都ができる前－
第２章　大化改新－新たな国づくりの始まり－
第３章　難波宮の姿－ことごとくに論ふべからず－
第４章　律令制という制度－改新の行方－
終　章　古代から現代へ－発掘70年－

い


